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サ サ 植 物 の 生 態 と 分 布

紺 　 　野 　 　康 　 　夫

（京都 大学
・理 ・槁物生態研）

1．サ サ 属 と ス ズ ダケ 属の 特徴 と分布

　サ サ 属 （Genus 　Sasa ｝は，チ シ マ ザ サ 節 （Sect・Macro ・

（
・hlainys），チ マ キ ザ サ 節 （Sect．　Sasa）， ミヤ コ ザ サ 節 （Sect・

Crassinedi）， ア マ ギ ザ サ 節 （Sect．　 Monilicladae）の 4 節

に 分類 され て い る （Suzuki 　 1964）， 以 下 の 考察 に 際 し

て は， こ れ らサ サ 属 の 4 節 と ス ズ ダ ヶ 属 の 5 分類群 を扱

っ た．た だ し チ シ マ ザ サ 節 は ，チ シ マ ザ サ （S　．　kuri］ensis ）

1 種 の み を 対象 と し，他種は 観察不 レ分 な ため 除外 した．

図 1 に 示す よ うに ，チ マ キ ザ サ 節 は 稈 高 1 〜 2m ほ ど で

あ り，稈 の 全 て の 節 に 芽を もち ， 分枝 は稈全体 に わ た る．

分岐回数 は 多 くな く分枝が疎 な 印象を 与え る．チ シ マ ザ

サ 節 は稈高 L5 〜 3m で ，芽 は 稈 の 下部 の 節 に は な く ，

分枝 は ヒ部 で 数回行 い 密 な印象を与 え る．稈 は基部で 強

く腕 曲 し，ネ マ ガ リダ ヶ （根 曲竹） と い わ れ る ゆ え ん で

あ る．ミヤ コ ザ サ 節は稈高 0．5〜 1m で ，芽は 地 1二部に

な い か 地 表面 近 くに の み あ り， ほ と ん ど 分 枝 し な い ．ア

マ ギ ザ サ 節 は稗 高 1 〜 2m で ，芽 は 稈 全 体 に あ る が 分枝

は 』部 で 行 う・ス ズ ダ ケ 属 は チ シ マ ザ サ 節 と同様 ， 下部

に 芽を もた ず，分枝回数 も多 い が，稈 は 直立す る．チ マ

キ ザ サ 節， ミ ヤ コ ザ サ 節 は ，秋 に 桿 Lの 芽 が 膨 れ て 大 き

くな る の に 対 し，チ シ マ ザ サ 節 とス ズ ダ ヶ 属 は大 き くな

らな い ． ミ ヤ コ ザ サ 節 の 地 下 茎 の 位 置 は 最 も深 い が ，芽

は 各 分類群 と も秋 に な る と 伸 び ， 地 表面近 くま で 達 して

い る．地 上 部 の 稈 の 平均寿命 は ，チ シ マ ザ サ 節 で 7 年〜

11年 （内 田 1923 ；吉 岡 1939）， ミヤ コ ザ サ 節 で 1．5年 ほ

ど （県 1972） で あ り ， チ マ キ ザ サ 節， ア マ ギ ザ サ 節 ，

ス ズ ダ ケ 属 は，こ の 中間 の 値 と思 わ れ る．

　 サ サ 属，ス ズ ダ ケ 属 の 分布は ，図 2 に 示す よ う に 日 本

を 中心 と した 朝鮮，樺太 ， 千島列島 の 南 平分 の 範囲 で あ

る．地 理 的 分 布上 の 問 題 と して 次 の 四 点 が 注 目さ れ る，

  分布の 北及び東の 境界が シ ュ ミ ッ ト線 ， 宮部線 と ほ ぼ

一一
致 して い る，こ れ は ， サ サ の 分布を そ れ ぞ れ の 区系境

界を決定 す る 根拠 の
一

っ と して い る （館 脇 1962） の で ，

そ の 意味 で 当然 と もい え る が ， 値物相 の ヒで 不 連続 の み
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図 1． サ サ 属 と ス ズ タ ケ 属 の 形 態
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図 2 ． サ サ 属 の 4 節 と ス ズ ダ ケ 属 の 分布

　　（鈴木 1971b に ス ズ ダ ケ属 を 加 え る ）
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られ る 分布境界線 と サ サ の 分布 の 限 界 とが
一
致 して い る

こ と は 興味深 い ．  サ サ 属 が 一ヵ 所だ け だ が 人陸 に も分

布 して い る．  ス ズ ダヶ 属 が朝鮮半島に広 く分 布し，か

つ 日 本列島 で は 表 日 本 に 分布が 限 られ て い る．こ れ は冬

の 表臼 木 の 環境 は寡雪 で 冷え こ み 大陸的 な こ と と関係 す

る と考 え られ る．  伊 豆 藹島 に ミヤ コ ザ サ 節 と ス ズ ダ ケ

属 が 分布す る． こ の よ う に 離 れ た 火 山島 に ど の よ うに 分

布 を広げ た の だ ろうか．

　 さ て ，冂本 国 内で は ス ズ ダ ヶ 属 と サ サ 属 の ミヤ コ ザ サ

節 が 表 日本 に ，チ シ マ ザ サ 節 ，チ マ キ ザ サ 節が裏 日本に

分布 して い る．ア マ ギ ザ サ 節 は 伊 豆 ・
東海 地 方 で は表日

本 に， 近畿地方 で は 裏 口本 に ま で 分 布 して い る　（鈴 木

1961
，　1964

，　1965
，　1967

，　1969
，　1971a

，　1971　b ｝　薄井

196ユ）．鈴木 （1961） と薄井 （1961） に よ れ ば ， 北 関東 ，

東北地 方で は ミヤ コ ザ サ 節 と チ マ キ ザ サ 節 の 分布は 狭 い

移行帯を介 して 接 して い て ，分 布 の 境 界線が存在 し，年

最深 積雪 50cm の線と ほ ぼ
一．
致 す る．　 ス ズ ダ ケ 属 は 更 に

積 雪 の 多 い 地 方 ま で 分布 し ， 年最深積
『
．
175  の 線 と一

致

表 1． 各分類群 の 分布 と主 な 特徴

…分布 …無 鸚麗 雀 画 跡

　　　　　　i　 I　 l下部
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図 3．　 ス ズ ダ ヶ線と ミヤ コ ザ サ 線

　
……一・ス ズ ダ ケ 線 ，

一 ミヤ コ ザ サ 線

　 　　 　　 　　　 　 （Suzuki 　 1961 よ り）

する．鈴 木 （1961）は，前者 を ミヤ コ ザ サ 線 （Crassinodi

line）， 後者を ス ズ ダ ケ線 （Sasalnorpha・line）と呼 ん だ （図

3 ）．以 Lの 各 分 類 群 の 特徴 と 分布 を ま とめ た の が 表 1

で あ る．

H ．積密 に よ る保護 と サ サ の 分 布

　 こ の よ う に，サ サ の 分類群 に よ る 分布 の 違 い は 積雨 量

の 違 い と対応 して い る が， こ の 理 由 と して 積雪 に よ る冬

期の 寒 さ と 乾燥 の 破害 か らの 保護 作用 が 重 要 な 役割 を 果

た して い る と ilわ れ て い る （鈴 木 1961 ； 薄丿1： 1961 ； 松

井 1963）．鈴 木 と 薄井 は チ シ マ ザ サ 節 と チ マ キザ サ 節

は 積雪 の 保護 が あ る 裹 日 本で は，地 上部 に 越 冬芽 を もつ

小 型 空 中植物 〔Nano 　 phanerophyte ） と して 生活 し う る

が ， 積雪 の 保護 の な い 表日 本 で は小 型空 中植物と して は

生活 しえな い ， 従 っ て 表 円 本 で は，半 地 中植 物 （Hemi −

cryptophyte ） で あ る ミ ヤ コ ザ サ 節 が 有利 で あ る と言 っ て

い る．しか しサ サ植物 の よ う に 地下 茎か ら 筍 を 出して 繁

殖す る植 物 で は ， 地 上 部 の 芽 が 冬期 に 被害 を う けて 分枝

で き な くな って も，は じめ か ら地 ヒ部に 芽 が で な い こ と

と は ， 差 は な い と もい え る．松 井 （1963）は チ シ マ ザ サ

節 の サ サ は ， 冬期 に 積雪 面 ．」二に 出 た 葉 が 枯 れ る の と，被

害後 の 回復力 の 弱 さ と の た め に 表 日 本で は 優 占 しな い と

述 べ て い る． ス ズ ダ ヶ に つ い て 薄井 （1961 ） は，生 活形

が チ シ マ ザ サ に 似 て い る の で ，そ の 分布 は 表 口 本 で も冬

期 の 季節 風 に 直接 さ ら さ れ な い 所 に 限 られ て い る と 言 っ

て い る．

　筆者 は サ サ が 表 日 本 に 分布 で き る た め に は，  生 理 的

に 耐性 が あ り被害 を 受け な い ，   被害を受 け に くい 場所

の み に 生 育す る ，   被害を受 け て もす み や か に 回復 す る ，

と い う性質 が 必 要 で あ る と考 え て い る．

HI．ミ ヤ コ ザ サ 線付近 で の サ サ の 被害

　さて ，実際 の ミヤ ：1 ザ サ線付近 で の 被害 は ど の よ うに

な っ て い る だ ろ うか ．奥 日 光 の 湯元 と戦場ケ 原 ， 中宮祠

で は，標 高差約 200m
， 距離約 8   に もか か わ らず積雪

景が大 きくちが い ，ア マ ギ ザ サ 節を 除 く他 の 分類群 の 全
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図 4 ク マ イ ザ サ の 1 年生秤 の 分枝 率調査地

　 　 　 戦 疆
J
ノ 巧

　 三 ？ コ ザ サ 乙まじ．宅る 1巴域 　　三ヤコザt埴 赴 え曾口 地域

図 5．　 ク マ イ ザ サ の 1年 ik 稈 の 分枝率

（薄井 1961 に 書き 込 む ）

て が 斗 卜寺して い るの で ， こ こ で サ サ が 冬期 ど の よ う な 被

’ia．を受け る か を1975 年10月 と，1976年 2 丿」と 3 月 に 調 査

した （紺 野 　未発 表）．1975年 の ，… eti．で は ミ ヤ コ ザ サ の 混

生 す る 地 域 （図 4 の S1 〜 S6 ） と混生 しな い 地域 （図

4 の S7 〜 SIO ） と の 両方 に お い て ク マ イ ザ サ （チ マ キ

ザ サ 節 ） の 1 年生桿 （1974年生 稈） の 分古支率 を 比 べ た．

た だ し凋 査 時 ま で に 枯死 し た もの は 除 い た ，図 5 に 示す

と お り混生 地 域 で は 32％〜66．7％が分枝 して い る に すぎ

な い の に 対 し，混生 しな い 地 域 で は 55．6％〜90％ が分枝

して い る． ミヤ コ ザ サ 分布地域 との 移行地 帯 で は ク マ イ

ザ サ の 分検率が低 くな り ， 分枝 上 不利 な 環 境要因 が 働 い

て い る こ とが わ か る．19．　76年 2 月 と 3 月 に は直接 被害の

状況 を 調 べ 九 表 2 に 示 す よ うに ク マ イ ザ サ と ミ ヤ コ ザ

サ とで は同 じ所 で
e

外 に あ る もの と9’に 埋 っ て い るもの
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表 2． 奥 日 光 に お け る サ サ の 冬 期 の 被 害

調査地 N 。 ． 種 　 　名 亅　 雪外 ・雪中　　 調査本 数 葉 の 被割 ．靖
生

朧）1
小芽生

饕）1分枝可
穫）

1 チ シ マ ザ サ

ク マ イ ザ サ

　 　 〃
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　　 19 　 　 　 　 ．　雪 外 　 　 20 　 　 5．O

　　　　　　　　　　　　 i　　　雪　　
rti
　　　　　　　　25　　　　　　　　　1．5　　　　　　　　　　　　　　1

　　20 　 1 　 〃 　 … 　雪 外 　 　 26 　 　 5．0

　　　　　…　 　 … 雪 中 旨 25 　 ・，5i 　 t
主 に 当年生稈 に つ い て 調 査 した ．　　 調 査日　1976年 2 月24，25 口，3 月27，28日．
1寰の 被害 は， 1 ＝

無被害， 2 一
軽害， 3 ＝

中害， 4　
・一

　th害 ， 5 ＝
枯 死 　 と した．

大芽と は，秋 に な っ て 大 き くな っ た 芽 を ， 小芽 と は 大 き く な ら な か っ た 芽 を さ す．

分枝可 能率とは，大芽を つ けた 全稈 数 に 対す る大芽 が 1 つ で も生存 して い る桿 数 の 割合 をさす．

た だ し，チ シ マ ザ サ と ス ズ ダケ は 大芽，小芽 の 区別 は な い ．

と比 べ る と，雪外 に あ る もの の ほ うが 被害 が 大 き く， こ

の こ と は
一

見 して も雪外 に ある もの は枯 れ て 白 くな っ て

い る個体 が多 く，雪 に 埋 っ て い る もの は 冑 々 と して ほ と

ん ど被害を 受 け て い な い こ と か らもわか る （表 2 の N ・ ．

8
，
9

，
10

，
19，20）．ま た

一
方 ス ズ ダ ヶ が ミヤ コ ザ サ ま た は

ク マ イ ザ サ と混生 して い る地点 で は，雪 外 に もか か わ ら

ず ス ズ ダケ に はそ れ程 の 被害 が で て い な い の に 対 して ，

ミヤ コ ザ サ や ク マ イ ザ サ に は大 きな 被害が で て い る （表

2 の No ．11，12，13，16，17、紺 W 末 発 表）．以 E の こ と

か ら積雪 に は 保護作用 が あ る こ と，ス ズ ダ ケ は 冬期 の 被

害 に 対 して ミ ヤ コ ザ サ や ク マ イ ザ サ よ り も 強 い こ と が 分

か る．

IV．サ サ の 回 復 率

　松井 （1963） は サ サ の 地 ヒ部刈 払 に 対す る 回復率 は ミ

ヤ コ ザ サ ，ク マ イ ザ サ ， チ シ マ ザ サ の 順 に 大 き い と い っ

て い る，松井 （1963） と県 （1972） の 資料 （表 3 ）を比

較す る と以 下 の よ うな 結論 が 可 能 で あ る．チ シ マ ザ サ は

刈払 1 年後 に は 本 数 で 22．　3％，重 量 で 11．4％ に 激減 し て

い る だ けで な く， 絶 対 重 量 で は ク マ ィ ザ サ と 比較 して も
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表 3． 刈 払 に 対 す る サ サ の 回 復 率

笹 の 種 類

林 況

ク マ イ ザ サ

a
疎 開 地　

b
広葉樹林 　

C

針葉樹林

怯数 19、，藍璽］董曇短 隆。 ，

チ シ マ ザ サ

襁 開 地
lb

広軸 林
一1．

c

饗 脚’
1 　　i2 　　．1　　 2

’
2　　11 　　　2

’

本数 i重 騒 9 ．本数 1重量 gl 本数 1重眠 9

1 ミ ヤ コ ザ サ
1

疎 開 地

1　 　
．2

本数 ．重 鼠 9
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト　 　 　 　 　 　 　 　 ’　 　 　 　 　 　 　 　

．

刈 払 前 5… 2，5・6i ・・… ，・93
．
25 ・・ 3921 ・7・・L5，　238 … ・・72 ，。625 ・8

刈 払 聯 後 ・6．
　
1
　ll，　3tt・ i　26．・ …

…
・…

198

　1… …5982 … 8。 ・ ・

・

轡
・％ ・i… 2・4・・ ；83・936 ・・

．
・6・・

．
・5．°122・3・L ・

．
・8・9− ・・7

…

23・・

ク マ イ ザ サ と チ シ マ ザ サ は ，
3 月下旬刈払，11月 上 旬調 在 ．湿置 量 に て 表示 （松井 ユ963 よ り）．

ミ ヤ コ ザ サ は ， 3 月 ド旬刈払， 8 月調 査．乾 重 騒 に て 表 示 （県 1972 よ り ）．

どちらも ユ1  あた りの 値 ．

863　　　27 〔｝　　　500

71　　 190 　
．
　 330

8．3 　 70．4 　 66．0

表 4． サ サ 群落の 夏季現存 量 （Oshima 　1961 に T！R ・ratio を 計算 して 書加 え た ）。 ミ ヤ コ ザ サ と ニ ッ コ ウ ザ サ

　　 　 は ミヤ コ ザ サ 節 に ， オ ゼ ザ サ は チ マ キ ザ サ節 に ， チ シ マ ザ サ は チ シ マ ザ サ 節 に 属 す る．

地

名

集採

種

Sampling 　No ．

Sampling 　date

A ．霧

ミ　ヤ コ ザ サ

ケ 峰 　B ．八 ケ 岳麦草峠

　 　 　 　 　 ニ
ッ

コ ウ ザ サ

原　

サ

ケ　

ザ

瀬尾

ゼ

∴

オ

｛
　 ニ セ ：コ ワ イ スD ．
　 ホ ル ン

チ シ マ ザ サ

　 A ．1 　 1A −2

…
J
：tl・14…響

7

　　Height （c11 】，）　　　　　　 95

　 　 No ．　of 　culms 　 　 　 　 　 　 354

Leaves 〈9．tm．9 ＞
　 　Fresh 　weight 　　　　　　 664
　 　 Dry 　 weight 　　　　　　　 276

Culms （9．ノm ．2）
　 　Fresh 　weigh 亡　　　　　　 1474
　 　Dry 　weight 　　　　　　　 605

Subterranean 　part（9．！m ．E）
　　Frcsh　weight
　 　Dry 　weight

Total （9 ．fln．2）
Fresll　weight

Dry 　weight

CIF −ratio

TtR −ratio

88424

7
ρ
Q

ー
「
D62

1194490

　 B−1　 　 　 B−2
Aug ．13　 Aug ．13
　 1957　　　　　 1957

　 1ユ5 　 　 　 　 120

248

GVO2373

34561572

1885 　　 1　　 1540 　　　　　 3168
820 　　「　　 662 　　　　　1326

　 　 　 1

4023 　　 、　　 335ユ　　　　　 7868

孟701　　i　　1408
　　　　　

3
？
28

　 　
．一．’

f
．

　 5．21　 　 　 　 　 　 4．5

　 1．071　　　　 1，13
　 　 −．L一

　 C −1　 　 　 C −2

… JuL　lO　　 Aug ．6
旨

　　 1951　　　　　　195］
1

272

38QV
−

ρ
03

33711574

35761287

120

171173

32881588

34691313

120216

10ρ

0552

23921158

2594974

D −1　 　 　 D −2
Aug ．8　　Aug ．15
1959　　　　　　1959

33028

5冖
01794

13318779
ユ

leo603ZIO

孺 　孺 i夥 lt巍

32527

467584

124487282

93402984

2266010722

　 　 「
8．83
　 　 i1

．431
　 　 ［．

9．01

．47 ．

　 　 ト

9・211

・451

8．51

1．45

23．22

．57

22．52

．59

少 な くな っ て い る．ま た ， ク マ ィ ザ サ は 本数 で 90．2％ ，

重 景 で 54．〔｝％ 回復 して い るが ， ミ ヤ コ ザ サ は 本数 で 70．　4

％，重量で 7〔L2 ％ もの 回 復 を 示 して い る．ク マ イ ザ サ は

ミヤ コ ザ サ と 比 べ る と 本 数 で は 回 復率 が 高 く，重 量 で は

低 い ．こ の こ とは 刈払前 の ク マ ザ サ 群落 は 分枝 した 多年

生 の 稈 を 含み ， 1 本 当 りで は多年生 の 稈 の 方 が 当年 生 稈

よ り重 い た め ， 本数で は回復 して も重量 で は回復 して い

な い が ， ミ ヤ コ ザ サ は も と もと 多 年 生 の 稈 を あ ま り 含 ま

な い の で 本数 と 重 量の 回復率 と が 致 す る の だ と 考 え

る こ と が で き る．ク マ イ ザ サ の 回復率 は 刈払前 の 群落 に

もど る と い う点 で は ミヤ コ ザ サ よ りも低 い が ，新 しく筍

を 出す 能力とい う点 で は け っ して 低 くな い の で あ る．さ

て ， こ の よ う な 回復 率の 違 い は
一

つ に は TIR 比 の ち が

い に よ る と 考え られ （松井 1963）， 大 島 （196D に ょ

れ ば チ シ マ ザ サ 節 が 2 ．6， チ マ キ ザ サ 節 （オ ゼ ザ サ）が

L4
， ミ ヤ コ ザ サ が Ll 〜1．5 で あ り，チ シ マ ザ サ 節 は と

戎 5 ． 地下茎 の 芽 に お け る 稈 を 出す芽 の 割 合
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ミ ヤ コ ザ サ 節

チ マ キ ザ サ 節

チ シ マ ザ サ 節

ケ ネ ザ サ

ス ズ ダ ケ 属

（上 出 1956を 改変 ）

　 約 50％

10％〜20％

　 4％

40％〜50 ％

　 　 ？
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表 6．

a ，本　数

ク マ イ ザ サ 地上部を 2 年問 つ づ け て 年 1 回．各月毎 に 刈払 っ た 後 の 回復率

全 て 13．2  あ た りの 値 （吉 田 1950）．

plot

April

May

June

year

194319441945194219431944194216431944

twe 　years
　　 old 　 　　 ．
　　　 　　 　　　 ．i

　　　　　　　593．0
　　481 ，3
　　592 ．0

one 　year　old

SLLS乱

OO

479 ，3570
，5

32ユ．742
．5

714．5

　　 …．．

709．5

00

750．3393
．5

1

sprout

　　0
　　0
　　0113

．3809
．0414
．0

ト

total

　　　　593．0
　　　　481．3
　　　　562．0

　　　　827．8
　　　1288．3
　　　　984．5

　　　　71／．3
　　　1076．O
l　　 436．0

relative 　nurnber

　　　 of 　culms

10081100

80コ　　リ
ユ

4
∩
V

1

10015611910015161

Ju］y
194219431944

「

　　　　　674 ．3
227．4　　1　　　 380．3　　　　　　　　
32・0

：
281・°

330
ワ臼
0

i

［　 674・5
i　 610・O

i　 313・°

1009046

Aug ．

Sept．

…
　　194211643i

　 1944

　　1942
　　1943
　　ユ944

（．）ct ，
194219431944

　　　　657．3
3．7　　…

42．5　 　1
　 　　　 　　 1．．

　　　　603．3
0　 　 　 …

o　 旨

　　　347．8
0　　　 10

262．3108
．5

194．7229
．0

　

7000

　

6000

　…1一

3707615
ρ
05

ρ
Q21 1004023

603．3195
．3229
．　0

125，7236
．0

000 347 ．8

蜷1：1 …
　　．．．．．．．．．．．＿．」

10032381003668

b ．生 重 量

plot yea 「

1943 …
19441945

　　　　　　

嬲 ：
1944　 1

　　　　　 ト
　 　　 　　 11942

　 11943

…
1944

grcen
−weight

per 　one 　plot　（kg）

April

May

June

14．8204
．9828
．75015

．7237
。7783
．72313

，65311
．5273
．775

　　relative

green −weight

1003459

July

Aug ．

Sept．

Oct ．

green ・weight
per　one 　culm 　（9）

100503410081

．
28

1942194319441942194319441942i19431944

　　　　　 1194219431944

21．7358
，1574
．33319

．7834
，5032
．81821

．2555
．7204
．30711

．9883
．3004
．567

100842

｛〕

10023141002720

1002838

24．910
．314
．8225

コ　　リ　　ロ

Qゾ
6611

19．210
．88
，732

，213
．413
，830

．116
．918
．735

．229
．418
．834

．526
．319
，3
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表 7 −
a サ サ の 耐 凍 度

種　　名 採 集 地 採 集　 日
　　　当

粱

年 　蕉

芽

桿

　 稈

　　　．当
葉

年 止1三 分

　　；．「
　 過

「．

枝

　 分技

　　　　　多 　年　生　秤

多 年・生粟 　　　芽　　　　　　押

　　　　　地

地 下准

下

明一
封
：

部

　　根

チ シ マザ サ 奥　 rI 光 7414 ／1 一15 （
− 1の

一20 一15　　　　　（− 15）　　　　P−20

〃 奥　 旧
♪LF．ノ　．」 74i6 ！跚 一20

一lo
〜−22△

一
盟

〜−25
一17 仁E

，，
。） £ 讐2。　

− 17　　；讐22
一lo 一5

〃 白 光 742 ］ノ匸

．一一15〜− 2α
一一15西一20A

一25 一歪o
一．15．
〜．−20 へ 一25 こ丶o （二込。

A ）
− 25 一10 一一5A

〃 白 老 759 ！皿
一

ユ7
　　12
〜一．】5

一22
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＿りり一15　　　　　　　　〜＝ 2hA

一5〜一一iO
　一一1｝

〃 手 稲 旨 1LI
．
1亘

卿一rJ5 ！X阻
一17
−’− 20

一1‘〕
一’．−17へ

一22
〜− 25

一．1？ 一．m
− −17A

一25
、− 30

一17　　　　　　　　　 − 22
、− 2D　　　　　　　　　　　　　〜．−3rlA

　　F一馳）
〜・−10へ一？も

ク マ イサ 少 奥　 日 光 ア4 ユ4！1 一15 一＿15 一．・20 ．−15 一ユ5P20 ・ ．25へ一15 ＿↑ごレ・ 一15孥

〃 奥　日 光 74 ユ5／皿
．．．15
へ一2〔〕

一12
一17
〜− 22

一17 一 

　　「
−15　　　　　　　　 −20 一・工o 　厂『」

〃 奥　日 賀N766 ／1 一．12寧 一1〔｝

〜−1⊃へ
一20 一lo 一25 一・25 一7

〜− 10
一．7寧

〃 白 漸 ？51 ｝！皿
一15n
．・一・17

一一10
〔− 17A

一22
〜− 25

一一17
　鹽一10
〜一．17八

一22
〜− 2ε

一15　　　　　− 15＊　　　　　− 22 一lo
一5A
− −7A ．

〃 野 幌 7425 〆 1 ＿ユ0 一20 〔
L10

）
一20

　　　L
（
．−1の 　　

一20 一
工o 一10串 一10

〃 野 幌 N7 斗 1臼厂「∬
・一10
− −15

一12
　　　　齟一15

〃 函 鉱 7431 ．’．1 一15 一15 一20 一15 一20 一15事　　　　一10，事　　　　一15
一5
〜− 10

一5へ

〃 札 幌 7510 ．、・．皿 一ユo 一20

〃 札 幌 丼 7610 〆
．
1

一12
〜．．15

一・・10
〜− i2

一22

ス ズ ダ ケ 奥　 日 光 7413 ！1 一20 　　10〜−20
　　25〜−30

一20 （
− 20 ）

一25〜− 3D
一15 　　（

一・・20）　 二 書夛30　　　　　　　　　　　　　　　．
〃 ．奥　口 光 7麾 17！皿 ．．−22 一．m

〜−22△ ．．25 一20
〜一・23

一15
〜一・22

一一25 一20
− − 22

一12
〜− 15

一5

〃 奥 　 冂 光 N767 ，．P匸
　　17
〜− 20

一15
〜一

工7凸 一3q 一20
一17
〜− 20A

一3段 一go
一

】o
〜−15 一5事

〃 白 老 742 】／1L25
一15
〜一一20

一50 一25 （一15 巾事
）

一23 一
・。　 （

一亅5韓
） 鷲 25

一15 一2Q室

〃 ［
「
1 老 759 ．〆剛 一22

一．10
〜− 156

一20
〜−22

一Σ5
〜一一17 一30 一一17

　　　　　　　　　　　　　　　
− 25〜−22

〃 浦
．

河 7429 ノ 【 一20 に
1°

，。） ・・2・　 仁誓、。）
一

・・
一15

一5
〜−10ム

一15

ミヤ コ ザ サ 奥　 臼 光 7413 ／1 一ユ5
一一10
〜− 15

一20

〃 興　 日 光 7417 ！
’
x匹 一lo 一20

一10
〜−15 一！o

〃 ．奥　 日 ，匕N76711
一17
〜− 20

一20
一10
〜−15 昌

一lo
エ ゾ ミヤ コ
ザ サ

白 老 7421 ／工 一工 o 阿15 一
ユ0 一10

〃 ドミ 老 759 、瓠
一10
〜− 17

一20 一工o
一5〜−10

ミヤ コ ザ サ 標 ．｝1．〒 7428 〆工
一20
〜− 25

一・10
〜− 15

〃 浦
鹽齟
凹

1　 ア42911 一ユ0 一20 一
］o10

卑
．

ザ 　サ R 光 N767 ／［ 一
ユo

一12
〜− 17

一10
〜− 12

一10A 一17

〃 横 浜．N763 ／ 1 一5事 一5噸 一
ユ5 一10凸 一5亨 一15

ア ズ マ ザサ 日 光 N767 ／1 一5寧 一10 一25 一5‘
一10
〜− 15ハ

一20

モ ウ ソ ウチ

ク
日 光 N767 ／1

　　　　　　L− lo
〜− 12

一玉 o
〜− 12

一15−− 17

喞 そ の 温度 に耐え な い ．
牌

少 な くともそ の 温度 まで耐 える．
△ そ の 温 度に 耐え るの は

’
ユf3〜1／5．

（　） 内 は，当 年生分 枝 と 多 年生 稈 の 芽 を区別 しなか っ た もの．
N は，ハードニン グ を しな か った もの ．
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表 7 − b サ サ の 耐 凍 度

種　　名

　　　　　 1　 　 　 　 　 　 当 年 生 秤 上 の 芽
採 馳 i採 新 1− ・ − 1・ 一・2・一…

一
・7 − ・・

− 22 　
− 25 ：・ ・

光

光

老

老
．

頂

　

　

　

　

山

日

日

　

　

岳

　

　

　

　

稲

奥

奥

白

白

手

サザマシチ

．
ワ474747575

　 当 年 生 分 枝 上 の 芽

一10　− 12 　− 15 　
− 17　− 20　− 22

14f 　116

／XU　 　 O
2VIlO

9／川
5／xul

OO

○　 ○

▲ 　 ○ 　 ▲ 　 ▲　 　x

O 　　 　 　△ 　 　 　 　 ×

▲ 　 　× 　 　× 　 　 ×　 　 ×

○

QO

x

△

△

X

×

　

O

　
x

▲

OOQ

▲

▲

FD2一

×

X

×

X

×

ク マイ ザ サ

「
7474757574747576

　・
　

　

N
　

　

　
N

　

撰

｝
光

光

光

老

幌

幌

幌

幌

日

日

日

奥

奥

奥

白

野

野

札

札

14／116

／炬

6／19

／皿

25 ／ 113

／皿

］o／x囗

le／1

OQOOQOQOOOOO
0
△

o

○

△

▲

△

x

×

○ 　 ○ 　 △ 　 ▲

XXX

×

　

X

×

XX

×

　 　 ×

X 　　　 X

×　　 　×

　 　 ×

　 　 ×

QOOOO

○

○

△

x

△

x

▲

×

×

×

×

×

X

x

×

×

×

X 　　　＞く　　 X 　　 ．ンく　 亭　×

ス 　ズ 　ダ ケ 奥

奥．
奥

奥

白

白

浦

日 光 　 7413 ！1

日　　jt　　
’
　74　　ユ7／洳

「

日　光 NE75 　 16／1

正ヨ　　）匸N 　l　 76 　　　7！1

　 老 　　 74　 21／1

　 老 　 　 75 　 9／皿

　 河 　　 74　 29／工

QQQ

Q

△

▲

○

▲
．
り

▲

　

△

△

○

○

OOOO
△

▲

×

Q
▲

×

▲

△

x

▲

x

×

XX

X

○

○

○

○

OOOOOO

△

　

　

　

○

　

○

OQ

△

▲

　

　

　

△

X

×

×

×

×

XX

△

△

ネ．　 ザ 　 サ 　　 El

　 　 　 　 　 　 横

）tN 　l　’76 　　　7／1　　　⊂）　　⊂）　　x 　　　x 　　　x 　　　；9 　　 x 　　　x 　　　　Q 　　　△

浜 Nl76 　 3／1　　．× 　 X 　 × 　 ）く　 八　 人 　 × 　 × 　　 x 　 ×

X

×

XXXX

ア ズ マネザ サ 　 　 目 ）毛N 　　76　　7！1　　 （：〕　 （⊃　　
？
　 　〜　 ／・／　　／・／　　）く ○ ▲

モ ウ ソ ウ チ ク 　 　 凵 ）覧N 　　　76 　　　7∫ 1 O 　 o 〈 　 　× x

○ ：無 按害〜2／3 を 乙 え る生 存率，
N は ハ ード＝ ン グを しなか っ た もの ．

△ ：2！3以 下〜1／3 を こえ る牛 存率，　　 △ ：工／3以下〜1／5 を こ え る生 存率， × ： 生 存な し．

くに 大き い （表 4 ）．こ の 値と表3 の 刈払 前の 値と か ら地

下 部重 を 求め る と，チ シ マ ザ サ 20389！m ！， ク マ イ ザ サ

1728g ／m2 （ど ち らも生重量）で あ り， チ シ マ ザ サ の ほ う

が 大 きい に もか かわ らず刈払後 の 再生 した 重量 で は ク マ

イ ザ サ の 半分弱 で し か な い ． こ の 理 由 の
一

っ に は 地 上 部

形成 の た め の 貯 蔵物質量が少 な い とい うこ とが あ るの か

も知れ な い し，秋 に っ くれ る 芽 の 数 が 表 5 （上 田 1956）

に み られ る よ う に 少 な い こ と も刈払 1 年後 の 回 復 を 困難

に し て い る の か も知 れ な い ．以 上：の よ う な 分類群 に 特徴

的な地上部回復率 と い う点か らみ る と チ シ マ ザ サ節は特

に 弱 く，積雪 の 保護 の な い 表 日 木 で は 生 育 に と っ て 不利

だ と 言 え る．チ マ キ ザ サ 節 は あ る年に たまたま地 上部に

破害 を受 け て も回復率 は 悪 い と は 言 え な い が ，毎年被害

を受 け て ミヤ コ ザ サ 節 の よ う に 分枝 し な くな っ た 時 の 回

復率 は ど うで あ ろ う か ．吉田 （1950） は，ク
『
7 イ ザ サ の

地上 部 を 2 年 間連続 して 年 1 回各 月毎 に 刈払 っ た （表 6 ）．

4 月 と10月 が 冬期 の 被害 に あ た る が ， こ れ に よ る と 1年

E！は 本数，重 量 と も減少す る が ， 2 年 目 は 刈払 を 2 回 し

て い る に もか かわ らず 1年 目よ りも本．数 ， 重量 と も回復

して い る． こ の 点 に つ い て 物質生産 の 立場か ら更 に 詳 し

い 研 究 が 必要 で あ る が ，ク マ イ ザ サ は 連年 の 被害 に 対 し

て 決 して 弱 い と は 言 えな い ．こ の よ うな 問題 に つ い て は

ミ ヤ コ ザ サ との 詳 しい 比較が必要 で あ り， 全分類 群 に お

い て ，連年刈払 っ た 場合 ， 芽 だ けを と っ た 場合な ど の 回

復率の 調査 が必 要とされ て い る．

V ．耐 凍 性

　冬 の 凍害 と乾燥害 に 対す る抵抗 力 と い う生 理 的 な 性質

で は ど うだ ろ うか ．ま ず 紺 野 ・酒 井 （未 発 表） に よ る 耐

凍性に 関す る実験 と結果 に つ い て の 概略 を 述 べ 考察す る

こ と に す る．

　実験材料は ，奥 日光 （標 高 1，271〜1，478m ），日光市

街 （標高 560m ）， 函 館，浦河 ， 札幌 （北大付 近 ），手稲

山 々 頂 （標高 1，024m ）， 野 幌 （林木育種場構 内）， 標茶

で 採集 され た （図6）．採集 日 は 12月中 旬か ら 2 月上 旬ま

で で あ っ た．

　実験 は 採集 した サ サ を芽 や 葉 をつ け た ま ま 稈 ，分枝，

地 下 茎 に 分 け て 10〜20   稈度 に 切 り，各部分毎 に 数本

を一組 として ポ リ エ チ レ ン 袋 に 入れ ， 袋 の 中の 空気を抜

い た 後，行 わ れ た ．な お 材料 の
一

部 は 採集後，耐凍度を

調 べ る前 に 人 工 的 に 充分な寒 さに さ らされ た ．人 L的 に

寒さ に さらして 耐凍度 を高 め る処理 を ハ
ード ニ ン グ と

呼 ん で い る （酒 井 1964，Sakai 　 1966）．ハ
ー

ドニ ン グ は

一3 ℃ 又 は 一 5 ℃ で 15〜30日行い ，− 3 ℃ で ハ ー ド ニ ン
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図 6．　 耐凍性 実験材料採集地
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グ した 場合 は，あ ら か じめ
一5 ℃ で 凍結 さ せ て か ら一3

℃ へ 移 した ．実験 は 一 5 ℃ よ り始 め ， 2 時間 な い し ！ 凵

ご と に
一5 ℃ ず つ 低 い 温度 に 保 た れ た 恒 温箱 に 移 し ， 所

定温度 ま で 冷却 した ．い ずれ も 所定 温 度 に 24時開 お い

た 後 ， 0 ℃ の 部屋 に 移 して 解凍 した ．解凍後 ，ポ リ エ チ

レ ン 袋 に 入れた まま室温 に 15〜25日 放 置 し，被害 の 程度

を判定 した．1974年 の 1 月〜 2 月 の 実験 の とき，材料 の

変色 ， カ ビ の 発 生 ， 臭 い の 有無 と TTC 還元力 との 関係

を調 べ た と こ ろ，変色，カ ビ の 発 生，臭 い が あ る と TTC

還 元 力 は 示 さ な い （た だ し明 らか に カ ビ に よる還 元力は

示 した ）こ と が わ か っ た の で ， 両者か ら総合的 に 被害を

判定 した．

　表 7 は そ の 実験結果 で あ る．器富別 で はどの 種 に お い

て も稈 ，葉，稈 上 の 芽，地 下茎，地下部の 芽の 順 に 強 か

っ た．分類群別 で は ， 地上 部 は ス ズ ダ ケ 属 〉 チ シ マ ザ サ

節 〉 チ マ キ ザ サ 節 〉 ミ ヤ コ ザ サ 節 の 順 に 強 く，地下 茎 は

ス ズ ダ ケ 属 〉 ミ ヤ コ ザ サ 節 〉 チ シ マ ザ サ 節 ＝・＝チ マ キ ザ サ

節 の 順に 強 く， 地下部 の 芽 は ミヤ コ ザ サ 節 〉 チ シ マ ザ サ

節 一
チ マ キ ザ サ 節 一ス ズ ダ ケ 属 の 順 に 強 い ．サ サ と広 葉

樹 の 耐凍度 （表 8 ，酒 井 1975） を比 較す る と， そ の 強

さ は チ マ キ ザ サ 節 は 照葉樹 と 同程 度，ス ズ ダ ケ 属 の 稈 は

温帯性 落葉樹 （A ） と 同程度，芽 と葉 は 照 葉樹 と温 帯性

落葉樹 （A ） との 間 で あ り，サ サ は 同程 度の 耐凍度 の 樹

　 　　図 7．　積 雪 と 温 度 （ホL幌 ， 北 大 構 内 ）

A ．76年 1 月11日，21tOO
， 晴，　 B ．76年 1月 2 日 ，

　　10 ：30 雪 ，風 強 し，　 A ・B と も⊥ 壌凍結 せ ず．

木 と比 較 して よ り寒 い 所 まで 分命 して い る こ とが わかる．

こ れ は サ サ が ，  積 雪 に う ま る た め ，  林 床 に 生 育 す る

た め，  密集 した 群蕗を っ くる た め
， 寒さ に さ ら さ れ ず被

害 を受け に く く，ま た 地 L部 に 被害 を 受 け て も筍を出す

の で 樹木よ り容易に 回復す る こ とが で き る か らで あろ う．

実際 ，
モ ウ ソ ウ チ ク の よ うに 雪 に 埋 ま らず，地 一ヒ部 の 被

害 に よ る 影響 が サ サ よ り余程 大 き い と思 わ れ る もの で は，

函館 が ぎ りぎりの 栽 培限界 で ある に もかかわ らず ， そ の

芽の 耐凍度 は 一10℃ 〜− 15℃ と 結構強 い ．温帯林 で は ，

冬期 の 気 温 よ り も地 温 の ほ うが 暖 か く， 積 雪 が あ れ ば 0

℃ 以 下 に な る こ と も少 な く土壌 の 凍結 も しな い （図 7 ）．

従 っ て 地 下 部 の 耐凍 度 が 弱 い の だ ろ う． しか し札 幌 で 越

冬 して い る 野草 の 耐凍度 （能代 ・酒井 ユ974） と比較す

る と，サ サ の 地 ヒ部 は 強 い 方 に 属 す る が ，地 下部 の 芽

（野草 の 冬芽に 相 当）は ミ ヤ コ ザ サ を 除 く と弱 い ほ うに

属す る こ と が わ か る．帯 広 で は 地 下 5 〜IOcm の 1 月 の 温

度 は 数 年間 の 平 均が 約一4 ℃ で あ る．最低 は 約
一 7 ℃ で

あ る が ， そ の 温度 に 2 〜 3 日閥持続 し て お か れ る こ と は

な い ．酒井 （1960） は 一7 〜− 8 ℃ の 凍結 に 1 日間耐 え

られ る球根 は 帯広 で 越冬 で き る こ とを明 らか に して い る．
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表 8．　 日 本 に お け る常緑及び落葉広 葉樹の 分布と 耐凍度 と の 関係 （酒丿1二　1975）

植　物　区　分 r耐凍度 （℃ ）

　　 　 マ ン グ ロ
ーブ 及 び 熱帯

　　　 亜 熱帯性海浜樹
旧 熱帯
　　 　 亜 熱帯性常緑広葉樹

第 三 紀
　 　　 　暖地性常緑広葉樹

植物群

北 　 極

第三 紀

植物群

照 　葉　樹

暖 地 性落葉樹

温帯性 落葉樹  

〃 （B）

一3〜一一5

一7〜− 8

の

度飜
 

限

低
ぐ

北

最

0〜5

分 布 代表 的植物

一3〜− 5

一7〜− 8

一ユ0〜− 15　　　　− 10〜− 15

7〜．−15 一7〜− 15

屋久島 ・褌子島
一

熱帯 ア ジ ア

紀州 ・四 国 ・九 州沿海暖 地 ・一

熱 帯 ア ジ ァ

房 総 半島以 西 の 沿海暖地
一

琉球列 島 ・台湾

宮城 県以南 の 沿海暖地 及 び 関東
地方以 幽 の 暖地

一
琉球列島 ・台

湾 ・中園南部

関東以 西 の 暖地
一

琉球列島 ・台湾

ヒ ル ギ

ア コ ウ

バ リバ リノ キ

シ イ ノ キ

ヤ ブ ツ バ キ

ム ク ロ ジ

一25〜− 30　　　　− 20〜− 25

一30°YA下 一30°以下

東北 地方北 部及 び 道 南 ・日 高 ・
石 狩 平 野

一
九 州 山岳 地 帯

北海道内陸部一
九 州 山岳地帯

ブ 　 ナ

ミ ズ ナ ラ

弾 i 

ま　 準
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（
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ま
耋
悔

裳

〜　 　 ‘　 　 b 　 　 s　 　 PH ・r
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　 　 　 　 　 　 O 　　　　　〜　　　　　暢　　　　　6　　　　　ε　　　　　
）O 　　　　　I2 　　　　

覃4　Ho7

　　　 　　 　　 　　 図 8， 乾 燥 抵 抗 実 験

　　　 　　 Bu ：芽，　 F ：菓， い ず れ も当 年生 の 稈 ．L の もの

一一× 一一一× 一一：ス ズ ダ ケ，．一・一・一一： ク マ イザ サ ，．．．
△

．．．・△ ．．．．
： ミヤ コ ザ サ ，

．一一・
ロ

ー
ロ
ー一一．： ス ズ ダ ケ　（稈 鞘 を 取 り 除 い た もの ）．

ω ，〔B）は恒 温室 ，】O℃ ，　｛c〕は バ イ オ ト ロ ン ，IO
’
C ，湿皮 64％，詳 し くは木文参 照 ．

表 日 本 に 分布 す る ミヤ コ ザ サ は 芽 が
一10℃ に 耐 え る の で

地 温 の か な り下 が る と こ ろ で も越冬 可能 で あ る が ，ス ズ

ダ ヶ は そ れ 程 強 く な い の で そ の よ う な条件で 果 た して 越

冬 可能 だ ろうか・地 下部 に つ い て は更 に 実験 が 必要 と 考

え られ る．サ サ 全体 に つ い て は 低 木類 と の 比較 が 必要 だ

ろう．

、生 乾 燥 抵 抗 性

　 ヒ壌凍結 が 持 続ず る 場合 や ，茎 の

一
部 が 雪 に 埋 っ て い る 場 合 は導管 の

そ の 部位 が 凍結 し て 根 か らの 吸 水力

が著 し く抑 え られ る た め ，N 射 に よ

る 葉温 の 上 昇お よ び 風 に よ る蒸散促

進 の た め に 常緑樹 は 乾燥害 を う けや

i
一
し、 （Sakai　1968，

1970 ；2酉井　1972）．

サ サ で も 乾燥害 と考 え られ る 被害 が

しば しば み られ る．紺野 （未発 表 ）

に よ る乾燥 抵抗性 の 実験 と 結果 の 概

詣 を 述 べ 考察 を 進 め る こ と に す る．

　実験材料 は 奥 ［ 光 で 1975年 11月15

日，12月11日，1976年 2 刀25U に 採

集 した 当 年生 の サ サ を用 い た．11JL

12月採集分 は葉を つ け た ま ま 約 30cm

の 長 さ に 切 り，切 断面 に ワ セ リ ン を

ぬ っ て か ら 3 種 と も 300g の シ リカ

ゲ ル と
・
緒 に

．・
つ の ビ ニ ール 袋 の 中

へ 人 れ た．こ の よ うな ビ ニ
ー

ル 袋 を

6 〜 7 個作 り ，
10℃ の 恒 温 室 へ 入れ ，

一
定 II寺間後 に

一
袋ず つ 取 り出 し ， 各

器官 に 分け生重 量 を 測 定 し，80℃ で

48時間 乾燥後 デ シ ケ ー一タ ーに 30分人

れ ，冷 え て か ら 乾燥重量を測定 した．

含水量 は 乾重 量 に 対す る 生重量 の 比

として 求 め ，ま た tylllし た 材 料 の
一部は ビ ニ

ール 袋へ

水を 入 れ 1〔〕〜15口 後 に 生 死 を 判 定 し た．な お シ リ カ ゲ

ル は 2 口毎 に 十分乾燥 した もの に 交換 した． 1月採集分

は 約 80cm の 長 さ に 切 り，切 断 ［餡に ワ セ リ ン を ぬ り，10℃ ，

湿度 64％ の バ イ オ ト ロ ン 中 に 放 置 した が，直接，回転テ

ーブ ル に つ か な い よ う足 の つ い た 木枠 の 上 に サ サ を 置い
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た ．バ イ オ ト ロ ン 内 は ， 吹 出 し ロ か ら多少 の 風 が あ っ た・

恒温室 ，
バ イ オ ト ロ ン とも， 実験 は 暗黒条 件 で 行 っ た．

葉 は 乾燥度 が ま す と 白 っ ぼ くカ サ カ サ に な っ て きて 再 び

水を与 え て もカ サ カ サ の ま ま で 回復 しな くな る の で ，こ

れを 死 と判定 した．芽 は 乾燥 す る と張力を 失い 柔 らか く

な る が ， 乾燥度が 増す と水を 与え て も，もとの 状態 に も

ど らな くな る の で ， こ れ を 死 と 判定 した ．

　そ の 結果は 図 8 に 示すよ うに ， 葉 の 含水量が芽 よ り常

に 低 く ， 葉 の ほ うが 芽 よ りも乾燥抵抗 が 小 さか っ た ．葉

の水 の 失 い 方 は ミ ヤ コ ザ サ が 最 も速 く， 死 ぬ の も早 か っ

た． こ れ は ミヤ コ ザ サ の 葉 は 表面 に ろ う 質 の 発 達 が 悪 い

た め と考え られ る．ス ズ ダ ケ と ク マ イ ザ サ の 葉 で は 1 月

の 実験 で ス ズ ダ ヶ の ほ う が 強 か っ た の で ， 多少ス ズ ダ ケ

が 強 い か も知 れ な い ．芽 の 含水量 の 変 化 は 実験 に よ り様

々 で あ るが ， ど の 場 合 もス ズ ダ ケ の ほ うが 強か っ た ．ス

ズ ダ ケ の 芽 は 厚 い 稈 鞘 に し っ か りと 包 ま れ て い る が ，こ

の 稈 鞘 を 取 り除 くと含水率 の 低下速度 は 大 き くな る． こ

の こ とか ら稈鞘 は 乾燥 に 対す る保護 の 役 日を 果 た して い

る もの と考 え られ る，

W ．ま と め

　 ス ス ダケ 属 は生活形 の点か らは裏 日本 に 分布する サ サ

属 チ シ マ ザ サ 節 と似 て い る に も か か わ らず表 日 本に 分布

して い る．た しか に 薄井 （1961）の
．
藷う よ う に 冬期 の 季

節風 の あ た る 地形 の と こ ろ に はあまり分布 して い な い が ，

生 理 的特徴 も 表 凵 本 に 分布す る
一

っ の 理 由 と な っ て い る

だ ろ う．と い うの は ，ス ズ ダ ヶ 属 は 野 外 で もチ マ キ ザ サ

節 や ミ ヤ コ ザ サ 節 の もの よ り も耐寒性 が 強 か っ た．ス ズ

ダ ケ 属 が 裏 日本 に 分布 しな い の は 山崎 （1959）は稈が も

ろ く，直立 し て い る た め 積 雪 下 で 折 れ る な ど の 被害 が あ

る た め だろ うと言 っ て い る が ， 多雪地帯 へ の 移植 実験 ，

雪腐れ病 な ど へ の 耐性実験 な ど 行 っ て 実験 的 に 明 らか に

す る 必要 が あ る と思 われ る．

　 ミ ヤ コ ザ サ 節 は 地 L部が 全体 に 占め る 割合 は 小 さ く稈

の 寿命 も短 い の で ， 地 E部 に 被害を受 け て も，そ の 影 響

は小さ くす ぐ同復す る．桿が細 長 く，葉 の 面 稽 あ た りの

重 量 が 小 さ い こ と な ど も回復力 の 良 さ と 関係 す るだ ろ う，

生 理 的 に は 他 の 分類群 よ りも地．ヒ部 は最 も弱 か っ た が，

地下部 の 芽 は最 も強 か っ た ．冬期，た とえ 地 ヒ部 は枯死

して しま っ て も地 下 部が 生 き 残 り，強 い 回復力 を 示 す．

こ の 点 で は，同 じ表 日 本 に 分 布 す る ス ズ ダ ケ 属 と は 対照

的 な 特徴 で あ る．裏 H 本 に 分布を欠 くの は，稈 が 高 くな

れ な い こ と が最大 の 理 由か と 思われ る．

　 チ シ マ ザ サ 節 は ，稈 の 地 ぎわが 腕曲 し雪 に 被 わ れ た 時

地面 に 伏 して ね や す い 性質 を 持 つ な ど 耐 雪性 が あ り ， 好

適 な 環境 下 で は 最 も大 き くな る の で ， 多雪地帯 で 優 占す

る の だ と思 わ れ る．表 日 本 へ 分布 しな い の は 被害を受 け

た と き の 回復力 が ひ ど く悪 い ためだろ う．しか し耐凍性

は ス ズ ダ ケ 属 に つ い で あ る の で，野 外 で ス ズ ダ ケ 属 と ど

ち らが 強 い の か問題 に な る し ， ス ズ ダ ヶ 属 と の 回復力の

比較 も必 要 で あ る と 考 え る．筆者 は ， 各分類群を表日 本

で 冷え 込 み の 厳 しい 地域 （奥日光 ，菖蒲 ヶ 浜 ） へ 移植 す

る実験を 計画 し，現在チ シ マ ザ サ 節 と チ マ キザ サ 節 に つ

い て は こ の 実 験 を 行 っ て い る．

　チ マ キザ サ 節 は 耐凍性 は 弱 い が ，回復力は か な り強 い ．

回 復力 に つ い て は 追試 が 必要だ が ， そ れ に して も毎冬 ，

芽 又 は稈全 体 に 被害 が 生 じて ミ ヤ コ ザ サ の よ う に 分枝 が

で きな くな っ た とき，どの よ うな 生態を示す か ， ま た分

枝 しな い で ．か つ ミヤ コ ザ サ と混生 して い る時 の 競争関

係な どを調 査す る必要 が あ る と思 われ る．

　以上 の よ うに ， サ サ に お い て 各 分類群 の 積宙量 と 対応

した 分 布 と，各 分 類 群 の 芽 の 位置 ・分枝 な ど 生活形，回

復率 と い う物質経済的特徴 ， 耐凍度
・乾燥抵抗性 な ど生

理的性質 との 1睡 こ 関係 が あり ， そ の こ と は冬期 の 野 外 で

の 観察結果か ら も示 され る．
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〔討 論〕

司 会 高 須 英 樹 僑姦山奨
・

．袰喜
は

）

高 須 ；今 の講演は ， 日本産 サ サ 属 の 植物を材料 と して ，

耐凍性 と分布 の 関速 を み た 話 だ っ た と 思 う．しか し結果

は 耐凍性 と分布 とい うの は あ ま り対応 性が み ら れ ず，む

しろ表 日本 と裏 日 本 と で 対応的 に 分化 して い る よ うな 種

と して 基本的 な こ と は ， 越冬芽 をつ ける位置 で あ る とか

地 下茎 の 深 さで あるとか ， さらに い うな ら，物質生産 構

造 的 な 基盤が あ っ て ，そ れ が 分 布 に 対 して 大 き な 影 響 を

お よ ぼ して い る の で は な い か ， とい うお話 だ っ た と思 い

ま す が，質間，意見をお願 い しま す．

萩原 ：図 3 の 大滝根 で す が こ こ に は チ マ キ ザ サ が あ る の

で すか，

紺野 ： ち ょ う ど こ こ は 積雪 50 〔皿 に な っ て い て ，飛 地的 に

分布 して い る ， と い う こ とに な っ て い ま す．

鈴 木 ：阿武隈 山系 の あの 付 近 は ニ ッ コ ウ ザ サ で は な い の

で す か．も しある と して も極地 的 に 生育 して い る もの で

な い か ， と思 い ま す．

紺野 ：黒 岩先生 に き い て ， 実験 を行 っ て い た とい う場 所

に い っ て み た の で す が ， な か っ た の で ，同定 の ま ちが い

で は な い か と 思 っ て い る ．

黒 崎 ：チ シ マ ザ サ は な ぜ 表 に で て こ な い か ．逆 に ミヤ コ

ザ サ は なぜ 裏 に 出 て い か な い か．最大 の 原 因 は な に だ と

考え て い る の か．

紺野 ：分布 の 境 界 付近 で の 観察 を して い る．図 4 の 1 〜

4 ま で の 地点 で は ミ ヤ コ ザ サ が 多い くらい 分布 して い る・

こ の あ た りで は ク マ イ ザ サ と ミヤ コ ザ サ は 背 た け が 同 じ

くらい で あ る．ま た ク マ ィ ザ サ が 低 くな れ ば ミヤ コ ザ サ

も低 くな って い る． 5
，
6 の ポ イ ン トに く る と差が で て

くる． こ の 辺 で は混生 して い る場合 は ク マ ィ ザ サ の 方が

大 き くな る ．した が っ て 奥に 入 っ て い くと，お そ ら くは

競争 で や られ る の で はな い か と 思 う．ス ズ ダ ケ に つ い て

は よ くわ か らな い ．た だ ス ズ ダ ヶ は 稈 が ま っ す ぐ に た つ ．

そ れで 稈 が おれ や す い の で は な い か と 思 う．雪 が ふ っ た

ら ど う な る か な ど も観察 して い るが そ れ ほ ど 折 れ て は い

な い ．た だ ネ マ ガ リな ど は 雪 が 降 っ た 時 な ど寝や す い が ，

そ れ に くらべ た ら，ス ズ ダ ヶ は寝に くい と い う こ とは い

え る と思 う．

北元 ：No ・4 こ れ は 材料 は な に で す か．

紺野 ；ク マ イ ザ サ で す．チ マ キ ザ サ 節 の 中 の もの で す．

増沢 ：今 の 図 の TR 比 は どん な もの で し ょ う か ．も し こ

の よ うな 状 態 が あ る と して で す が ．

紺野 ： し らべ て い な い の で わ か りませ ん が ，風衝 地 帯で

す．し か し普通 の と は ち が っ て い て 背 た け は 低 く は な っ

て い な い ．

増沢 ：す ると こ の 黒 い カが地
．
ド部 の 貯蔵物質 が 多 い と い

うこ とは い え な い わ けで す か．

紺野 ：そ う．い え な い と思 い ます．普通 ， 風衝 地 は TR

比 が ち い さ い と い うか ， 地 下部 に た め こ む量 が 大 き くな

るの で す けれ ど．ただ地下茎 の 節 の 所 に 芽が つ い て い て ，

こ の 芽 は み な 稈 に な る 可 能性 が あ る わ けで す が ， そ の う

ち どれ だ けが 稈 に な っ た か ， と い うの を み る と， ミ ヤ コ

ザ サ は か な りの 率 で な る こ とが わか ります が ， チ シ マ ザ

サ の 方 は 少 な い ．こ の よ うに 地 上 部 が か な り被害 を 受 け

るとチ シ マ ザ サ も ミ ヤ コ ザ サ 灼 に なるか もしれま せ ん．

北元 ： グ ラ フ で 示 され て い る場所 の 状態 は．

紺野 ：一応 上木で お お わ れ て い る所 を え らん だ ． 1 〜 4

は落葉樹林で ， 上 は だ い た い 全部お お っ て い る．火山灰

土壌だ． 5 〜 6 は少 し斜面 に な っ た所． 7 〜10は 湯 ノ 湖

の 方で す が 岩 が ゴ ロ ゴ ロ して い て そ の 間 に 土壌 が た ま っ
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て ，そ こ に 入 り こ んで い る ， と い っ た 状態 で す．は ぼ 純

群落 で す．

　稈 が 出て き て ， そ れが や られ て も分枝 で きな い と い う

こ と は ミヤ コ ザ サ 的 に な る と い う こ と だ が ， ミヤ コ ザ サ

的 に な っ て も ミ ヤ コ ザ サ と 同 じ よ う な 物 質生 産 様 式 は と

れ な い の だ ろ うと思 うわけ で す．た だ ， 堀 っ て い な い の

で 実際の 所 は よ くわか っ て い な い ．

高須 ：比良山 で 取 ら れ て い る デ ータ は今い わ れ た よ うな

こ と と は 関 連 が な い の か．種 間 の 関係 で は な い が 環境と

の 関係 で ，そ う した 物 質生産構造 が 変化す る場合 で は な

い の か と思 っ て い た の だ が ．

紺野 ：直接関係す る か どうかは よ くわか らな い が ， 被害

の 受 け か た に よ っ て だ い ぶ ち が う と思 う．風 衝地 だ と か

な り風 が 吹 い て ，被害が で る が た とえ ば1虱衝地 で 風 よ

け の か こ い を 作 っ て や る と，葉な どは ず っ と青 々 と して

い る．と こ ろ が か こ い の 外 側 と い うの は，葉 が 白 っ ぽ く

な っ て し ま っ て い る，こ の よ うな所で は 背 た け は 50cm く

らい に な っ て し ま っ て い る．こ の よ うな被害の で かた と ，

こ の 場合 と で は か な りちが う と い う気 が す る．だ か ら被

害があ る か らどうな る とい うの は一つ に 決ま っ て い る の

で は な くて ，環境要 因 に よ っ て か な り 異 な る と思 っ て い

る．

　手稲 の 頂上，約 1000m くらい だが，そ こ で は昼 間で も

一一18℃ くらい の 時 が あ る．そ の よ うな 所 の もの で も， 特

に 耐凍性 が 高 い と は 思 われ な い ，

高 須 ： 酒 井 さ ん ら の 仕事 で ，耐凍性 の 地理 的 な 変異 が 出

て き て い る よ う な 例 は な い の か ．

紺 野 ： み つ か っ て い る．た とえ ば ツ バ キ な ど，他 の もの

で もい くつ か し られ て い る ．だ か ら植物に よ っ て は実際

に きちん と対応 して耐凍性の で て きて い る もの もあ る．

しか しサ サ で は み つ か っ て い な い ．

山 口 （聡 ）：サ サ 属 の 分布 に 対 して だ が 根茎 の位置 と い う

もの が わ り と 重要 な の で は な い か ．こ の よ うな 分布域 の

形成 に 関 して ， 稈 の 耐凍性 と い うもの が どれ くらい ウ エ

イ トを 持 つ も の な の か ，私 は 稈 な ど枯れ て も，根茎 と根

茎 に つ い て い る根さ え 丈夫 で あればあ る 程度 の 維持 は で

き る だ ろ う し，実際地上部が雪 に うま る か うま らな い か

と い う こ と は ， そ れ が 枯 れ る か 枯 れ な い か で は な く， ど

れ く ら い か せ げ る か と い う，実 際 の 生活 の 方 に き い て い

る の で ， こ う した点 か ら稈 を っ か う と い う こ と は どれ く

ら い い み が あ る の か ，と い う気 が す る の だ が．

　 雪 で 保 護 され る か ら枯れな い とい われ て い る が そ うで

な くて ，耐凍性が な い か ら雪 の あ る 所 に 分布 が 限定 さ れ

て き て い る の で は な い の か．

紺野 ： こ の 結果だ と 逆 な ん で ミ ヤ コ ザ サ の 方が弱 い とい

う こ と に な る．雪 の 中 で 保護 さ れ て い る と い う こ と は 意

味 の あ る こ と だ が ， だ か ら弱 い か とい うとそ うは な っ て

い な い ．

増沢 ：他 の 植物 との 関係 と い う よ う な こ と は 考 え られ な

い の だろ うか．た と え ば 雪 が と け た あ と，す ぐに 光合成

が で き る 葉 を 十分 に つ け た もの が 二 ，三 日 の うち に か い

ふ くで き る か ど う か，と い った よ う な こ の ．早 さ が 分布 と

関・係 して い る とか ．

紺野 ：現在 の 分布 と い う もの は，た ま た ま ， こ の よ うに

50cm の 線 と
．一
致 して い る わ けだ が ， 昔 も50   の 線 に い た

と は考 え られ な い ．氷期 な ど を へ る中で ，も っ ときび し

い 環境条件 の もとで 淘汰 さ れ て きた と い う こ と も十分考

え られ る．

阪本 ：地 上 茎 を だ す 比 率 と い うもの は 年 に よ っ て か な り

ふ れ る もの な の だ ろ うか ．

紺野 ： チ マ キ ザ サ で い ま と っ て い る所 だ．おと と し と去

年だ と か な り差 が あ る．た だ しサ ン プ リン グの 時 に 自分

が ふ み か た め て しま っ た り して い る の で 誤差 で あ る か も

しれ な い ．た だ他 の 場所 で も調査 し て み た．す る とや は

り差 が あ っ た の で 年 に よ る 変動 もあ る と思 わ れ る．
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